
• 観光情報を発信するとともに、物産振興と文化
振興の推進、地域安全と環境浄化活動の拠点
にもなりうる観光振興拠点施設を整備。

• 総事業費：1.0億円（国費：0.8億円）
※２４～２５年度

• ２６年６月 開所

• 中日ドラゴンズのキャンプ地として利用されてい
る、北谷公園野球場の手動スコアボードを、
LEDスコアボードに改修し、多機能表示を可能
にすることで、来場者の満足度を高めた。

• 総事業費：2.0億円（国費：1.3億円）
※２６年度

北谷町観光情報センター整備事業

ソフト交付金の事業例【北谷町】

北谷公園野球場スコアボード改修事業



• 日本語が十分に理解できない外国籍児童生徒
や帰国児童生徒等へ、日本語の基礎的な読み
書き及び会話指導などの学習支援を行った。
令和５年度以降も引き続き学習支援を行う予定。

• 総事業費：0.3億円（国費：0.2億円）
※平成２５～令和４年度

• 県内有数のダイビング・サーフスポットである宮
城海岸において、居心地の良い空間を提供し
観光客の満足度を高め、マリン産業の振興を図
るため、海岸護岸の舗装整備をした。

• 総事業費：0.44億円（国費：0.35億円）
※２４～２７年度

• ２８年２月 供用開始

宮城海岸マリンレジャーゾーン整備事業

ソフト交付金の事業例【北谷町】

日本語指導学習支援員派遣事業



• 主要な観光地の一つである安良波公園の機能
強化を目的に、主要施設であるインディアン
オーク号の改良及び周辺整備工事を行い観光
施設としての魅力向上を図った。

• 令和元年度：１．９億円（国費：１．５億円）
• 令和３年３月 供用開始

• 町内４小学校、２中学校に電子黒板を設置し、
動画、書き込み機能等を活用したわかりやすい
授業環境を整え、学力の向上を図った。

• 総事業費：０．９億円（国費：０．７億円）
• 平成３１年１月 供用開始

北谷町電子黒板整備事業

ソフト交付金の事業例【北谷町】

アラハビーチ周辺魅力向上事業



• これまで課題となっていたサンセットビーチの環
境改善や、施設拡充整備によって新たなアク
ティビティを作り出すことにより観光誘客を図っ
た。令和６年度まで引き続き整備を行う予定。

• 総事業費：８．９億円（国費：５．９億円）
※平成２６～令和４年度

• 新たなアクティビティの創出による観光誘客と
住民の健康増進を図るためパークゴルフ場を
整備した。

• 総事業費：１．９億円（国費：１．２億円）
※令和３～令和４年度

コミュニティバス導入調査検討事業

ソフト交付金の事業例【北谷町】

サンセットビーチ改良事業



• 観光客や町内の交通弱者の利便性・回遊性の
向上を目的に、町内観光施設や商業施設等を
運行するコニュニティバスの実証運航を行った。

• 総事業費：２．８億円（国費：２．１億円）
※令和５年４月 供用開始

パークゴルフ場整備事業

ソフト交付金の事業例【北谷町】


